




















　個体発生学的立場から新生児における腸内菌叢の動態を経時的に追跡し,栄

養方法との相関性を求めるとともに,これらの腸管内細菌叢の生態学的解析の

結果が新生児における生体防御機構に如何なる形で反映するかの検討を企図す

る。そしてまた,初乳中の感染防御因子についての解析もこころみる。


